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古細菌は真正細菌､真核生物と並んで第三の生物界を形成している｡これに属す

る高度好塩性古細菌は4MNaCl中のような非常に高い塩漉度でしか生きられない

細菌であり､世界中の塩湖等に生息している｡この細菌の細胞膜には細菌ロドプシ

ンと呼ばれるレチナールタンバクが4種類存在することが知られている｡バクテリ

オロドプシン(bR)は光駆動性のプロトンポンプであり､ハロロドプシン(bR)は

光駆動性のアニオンポンプである｡また､走光性に関与するセンサリーロドプシン

(sR)とフォボロドプシン(pR)がある｡SRはオレンジ光に対する誘引応答を引

き起こすレセプターであり､pRは近紫外光に対する忌避応答を引き起こすレセプ

ターである｡

好塩性古細菌ハロバクテリア科は6つの属､助血ムac由du皿､助血aⅣ血､

肋ゐ企rax､月ム血coαuβ､加古加点oムacね慮um､楠加点o(かαUβに分けられていたが､

最近新たに月Ahm血mmが加わっている｡細菌ロドプシンは最初肋血ムacねdum

βa血a血で発見され､その後もこの株のプロトンポンプの研究が最も進んでいる

が､近年他の種からもロドプシンが発見されている｡aR.1､aR.2はオーストラリア

で採取された株である肋血mムm皿属のaus-1株､auS.2株からそれぞれ発見され

た｡CR-1､CR･2はアルゼンチンで採取された肋ゐaⅣda属のar官1株､ar官2株か

ら発見された｡これらのプロトンポンプ(および帯同するロドプシン類)はアミノ酸

配列の相同性からaR族､bR族､CR族に分けられ､属との対応があることが示唆さ

れてきた｡

本研究ではこの仮説を確かめるために肋加Ⅳd8属のty匹如minである

肋血8∫℃d8帽此βmαサメβからロドプシンのクローニングを行った｡その結果､

肋ゐ8∬血Ⅶ此βmα七Jβのプロトンポンプ､アニオンポンプ､センサー｣一口ドプシ

ンがcR属に属していることを明らかにした｡他方で月ムゐmムm皿β0血皿e月齢のロ
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配列が増えたことにより､これらのロドプシンのヘリックスごとのアミノ酸配列の

比較解析をしたところ､ポンプではイオンの通り路と考えられるヘリックスC､G

が重要でよく保存されていること､センサーではこのヘリックスC､Gの他にヘリ

ツクスD､E､Fもよく保存されていることを見出した｡センサーは情報変換タンパ

ク､Htrと細胞膜上で複合應を形成しているので､センサーのヘリックスDEF側
でHtrが保存している2本の膜貫通ヘリックスと強い相互作用をしている可能性が

考えられる｡

HtrにはsRと相互作用するHtdとpRと相互作用するHt瓜の2種類がある｡

Htrの一次配列はHbbbacteriumsaEnadumのHt止 HabamLZLavaDismortisの

Ht瓜､∧ねtrDnObactedumphmoL適のHtIⅡでしか得られていない｡そこでさらに

助bamtdavaBismutisのHtdと月ムbmbMSO血menseのHtdのクローニング

を行った｡これらのHtr配列の比較により､1)Htdはすべて2本の膜貴通ヘリッ

クスと細胞内ドメインから成っていること､2)Htdの間では膜貫通ヘリックスの…
相同性が高く､この領域はsRのヘリックスDEFと結合するために良く保存されて

いる可熊性があること､3)細胞内ドメインにある大腸菌化学感覚レセプターと相

同性のある領域はすべてのHtrで非常に良く保存されており､好塩性古細菌で真正

細菌と類似した情報伝達系が予想されることを明らかにした｡

4種の細菌ロドプシンのアミノ酸配列は肋血aⅣdava揖β皿α七由ですべて出そ`

ろった｡これらのロドプシンはほぼ同じ約30%の相同性を持っているため､祖先が:

同じであると考えられる｡Htr遺伝子がそれぞれ対になるsRまたはpRの上流に位妻
置していること､対になっているセンサー遺伝子とHtr遺伝子がほぼ同じ変異を受i

誓言;≡孟羞芸買主芸き≡詣;写≡…浣ご㌶票イ等£よご‡漂農芸の妄
まま遺伝子重複が再び起きてやがてプロトンポンプとアニオンポンプになった｡一

方､センサーぽ`情報変換タンパクの遺伝子と対になってから,,2度目の重複が起き塁

て､現存する2種の光感覚系をつくりあげた｡｣という仮説が立てられた｡
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